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11月臨時議会
11月8日㊎

総務費 災害対策事業 ※災害発生時の初期対応等の経費 6,494万円

民生費 社会福祉施設管理事業
被災者住宅再建事業

※五湖の郷の浸水被害に係る災害復旧関係経費
※浸水被害にあった被災者の住宅再建に係る補助を行う

525万円
270万円

商工費

中小企業緊急資金無利子貸付事業
観光協会補助金事業
観光各種負担金及び補助金
事業
観光宿泊施設管理事業

※浸水被害のあった中小企業の再建に伴う借入金の利子補給を行う
※観光協会が実施する、災害発生により落ち込んだ観光産業の誘客事業に対し補助する
※三方五湖広域観光協議会が実施する、災害発生により落ち込んだ観
　光産業の誘客事業に対し補助する
※観光宿泊施設「水月花」の浸水被害に係る災害復旧関係経費

326万円
300万円

50万円

7,178万円

災害
復旧費

公共土木災害復旧費
農地・農業用施設災害復旧費
農業共同利用施設災害復旧費
林業施設災害復旧費

※道路や河川等の公共土木施設の災害復旧費
※農地及び農業用施設等の災害復旧費
※鳥獣被害防止柵等の災害復旧費
※林道等の林業施設の災害復旧費

2億5,840万円
1億9,600万円
1,304万円

1億4,980万円

一般会計 （補正額 7億6,661万円）

台風18号復旧へ
7億9,999万円補正

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
26
年
の
新
春
を
、
ご

家
族
の
皆
様
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
運
営
に

つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
９
月
、
若
狭
町
を
襲
っ

た
台
風
18
号
は
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
を
引
き
起
こ
し
、
道
路
や
河
川
の

崩
壊
、家
屋
の
床
上
、床
下
浸
水
、は
て

は
孤
立
集
落
の
発
生
な
ど
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

若
狭
町
民
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
機

関
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の

懸
命
な
復
旧
活
動
が
あ
っ
て
、
も
と
の

生
活
が
出
来
る
状
態
に
ま
で
こ
ぎ
着

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
で
、

集
中
豪
雨
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
に
、
行
政
・
議
会
・
町
民

の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
を
一
刻
も
早
く
作
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

何
卒
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
私
達
議
会
は
独
自
の
発
想
は

勿
論
の
こ
と
、
併
せ
て
「
住
民
の
皆
様

と
共
に
考
え
・
共
に
歩
む
」
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
更
な
る
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

○
臨
時
議
会
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
会
全
員
協
議
会

  

主
な
質
疑
事
項

問	

今
回
の
災
害
で
は
土
管
が
詰
ま
り
水
が
溢
れ
出
た
事
が

多
か
っ
た
。
こ
れ
も
現
状
復
旧
と
い
う
形
で
や
る
の
か
。

今
後
の
方
法
は
。
査
定
時
に
住
民
立
会
い
の
下
で
行
っ

た
方
が
い
い
の
で
は
。

答	

国
の
法
律
に
基
づ
い
て
の
補
助
と
な
り
、
林
道
、
農
地
、

町
道
、
河
川
等
に
つ
い
て
は
復
旧
の
仕
方
が
示
さ
れ

て
お
り
、
過
大
設
計
と
な
っ
て
い
な
い
か
査
定
さ
れ
る
。

町
管
理
の
単
独
工
事
は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
の
現
状
復

旧
に
な
る
。

　

農
地
（
梅
園
）
の
町
単
災
害
復
旧
工
事
に
よ
る
梅

畑
は
、
復
旧
費
用
が
40
万
円
を
超
え
る
国
庫
補
助
対

象
が
8
ヶ
所
、
40
万
円
未
満
の
町
単
独
事
業
分
は

87
ヶ
所
に
な
る
。

　

農
家
個
人
の
負
担
は
、
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た

た
め
国
庫
補
助
対
象
の
場
合
は
7
％
だ
が
、
町
単
独

事
業
で
は
50
％
と
な
る
。

　

な
お
、
町
特
産
の
梅
農
家
の
負
担
減
の
た
め
に
、

県
に
は
復
旧
費
用
40
万
円
未
満
の
梅
畑
に
特
化
し
た

補
助
を
要
望
し
て
い
る
。

　

被
害
総
額
概
要
に
係

る
対
応
に
つ
い
て
は
、

概
算
で
災
害
復
旧
経
費

10
億
６
８
７
１
万
円
を

見
込
ん
で
お
り
、
残
り

は
来
年
度
当
初
予
算
案

に
計
上
さ
れ
る
。

特別会計 （補正額 3,338万円）
農業集落排水処理事業 ※農業集落排水処理施設等の災害復旧費 3,178万円

公共下水道処理事業 ※公共下水道処理施設等の災害復旧費 160万円

復旧予算概要

● 平成25年度若狭町一般会計補正予算（第3号）
● 平成25年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第2号）
● 平成25年度若狭町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）
● 物品の取得について（除雪ドーザーの購入について）
● 工事請負契約の締結について（原子力災害対策施設整備事業若狭町岬小学校校舎改修工事）
● 工事請負契約の締結について（若狭町三方B&G海洋センタープール改修工事

◇地方交付税
◇分担金及び手数料
◇国庫支出金
◇県支出金

3,000万円
2,033万円

3億9,820万円
980万円

 主 な 収 入【一般会計】
◇寄付金
◇繰入金
◇諸収入
◇市町村債

 歳入合計

350万円
9,293万円
3,235万円

1億7,950万円

7億6,661万円

請負契約締結2議案可決
○三方B&G海洋センタープール改修工事（5,439万円）
○岬小学校校舎改修工事（1億1,886万円）

物品の購入
○除雪ドーザー購入（1,470万円）

11月8日に採決され全員賛成で可決された議案（全議案）臨時会

若
狭
町
議
会
議
長　

藤 

本　

勲

ご
挨
拶

▲ 岬小学校校舎改修 ▲ B&G海洋センタープール改修 ▲ 除雪ドーザー

▲ 災害現場（三十三街道）
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一般会計6,268万円を増額補正

114億9,175万円
合  計 12月定例会

開催期間：12月5日㊍〜24日㊋

◇地方交付税
◇国庫支出金
◇県支出金
◇繰入金
◇町債
◇諸収入

900万円
610万円
636万円

3,200万円
850万円
72万円

主 な 収 入

総務費 一般会計全体の人件費の補正
※災害時対応による人件費増

953万円

民生費
介護保険特別会計繰出金事業
※介護給付費の実績見込みによる繰
　出金の増

2,533万円

農林水産業
事業費

経営体育成支援事業
※台風18号により被災した農業用施設・
　機械の復旧や取得に対する事業

水産振興対策事業
※沿岸漁業の振興に対する事業の推
　進に係る支援

555万円

1,000万円

商工費

観光各種負担金及び補助金事業
※舞若自動車道全線開通を目前
に、福井県及び嶺南6市町及び
各種団体、企業等で組織する「海
湖と歴史の若狭路発信事業実行
委員会」が実施する、観光誘客
活動等に対する負担金

48万円

土木費
三方PAスマートIC整備事業
※三方PAスマートインター整備
　に係る負担金

871万円

一般会計　主な事業

会計区分 補正額 合計額 会計区分 補正額 合計額

国民健康保険 △584万円 18億7,885万円 公共下水道
事 業 63万円 5億6,197万円

直営診療所 60万円 9,743万円 漁 業 集 落
排水処理事業 △9万円 3,704万円

介 護 保 険 2億460万円 18億3,426万円 農 業 集 落
排水処理事業 △9万円 4億3,659万円

簡易水道事業 371万円 2億9,212万円 上中病院事業 △1,793万円 7億9,769万円

平成25年度特別会計・企業会計（補正のみ）

◆
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
5
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
1
件
、
他
3

件
の
9
件
を
審
査
。

　

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
若
狭
町
延
滞
金
の
割
合
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

  

●　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
延
滞
金
の
割
合
を
見
直
し
、
関
係
条

例
を
整
備
す
る
も
の
。

 

主
な
質
疑
事
項 

問　
延
滞
金
の
割
合
の
見
直
し
は
、
地
方
税
法
の
改
正
で
関
係
条
例
を

整
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、他
市
町
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答　
調
査
の
結
果
、近
隣
の
町
も
同
じ
よ
う
に
改
正
す
る
。

○
若
狭
町
え
び
す
荘
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
若
狭
町
観
光
宿
泊
研
修
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
若
狭
町
み
か
た
温
泉
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

  

●　

社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
等
に
係
る
消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、こ
の
条
例
を
一
部
改
正
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

 

主
な
質
疑
事
項 

問　
み
か
た
温
泉
利
用
者
は
一
日
何
人
ぐ
ら
い
か
。
ま
た
、
町
外
利
用
者

は
な
ぜ
多
い
の
か
。

答　
年
間
、
10
万
4
千
人
ほ
ど
で
1
日
当
た
り
３
０
０
人
ほ
ど
。
町
外
利

用
者
が
７
割
で
好
評
。
泉
質
が
良
く
近
隣
、嶺
南
地
方
の
方
が
多
い
。

○
若
狭
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

  

●　

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
引
用
条
項
改
正

が
必
要
と
す
る
も
の
。

○
敦
賀
美
方
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

  

●　

組
合
経
費
の
内
、
負
担
金
の
分
担
割
合
の
見
直
し
に
伴
い
、
組
合
規
約

の
変
更
が
必
要
と
な
る
も
の
。

 

主
な
質
疑
事
項 

問　
敦
賀
美
方
消
防
組
合
の
分
で
、
共
通
経
費
の
も
の
が
単
独
経
費
に

変
更
に
な
っ
て
い
た
が
、今
ま
で
単
独
経
費
だ
っ
た
理
由
は
。

答　
発
足
当
時
は
分
担
金
だ
っ
た
が
、
敦
賀
市
が
は
し
ご
車
を
購
入
時
、

単
独
経
費
に
な
っ
た
。

　
　

や
は
り
、若
狭
消
防
と
同
じ
形
で
い
く
考
え
。

○
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

  

●　

海
山
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
が
必

要
と
な
る
た
め
。

○
若
狭
町
み
か
た
温
泉
施
設
の
指
定

管
理
者
指
定
に
つ
い
て

  

●　

宮
川
興
業
株
式
会
社

○
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

  　

 （
三
方
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
線
）

○
意
見
書
提
出

  

●　

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

一
般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
補
正
予
算
の
10
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、全
員
の
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

  

主
な
質
疑
事
項 

／
一
般
会
計

問　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
工
事
費
の
町
の
負
担
は
27
％
か
。

答　
今
後
、測
量
し
て
詳
細
設
計
す
る
の
で
若
干
変
わ
っ
て
く
る
。

問　
個
人
の
土
地
の
買
い
上
げ
の
対
象
者
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
28
人
、35
筆
が
対
象
。

問　
町
道
と
高
速
で
わ
か
れ
る
と
思
う
が
、
維
持
管
理
で
除
雪
な
ど
運

用
で
差
が
出
な
い
よ
う
に
。

答　
中
日
本
に
委
託
す
る
。

問　
海
湖
と
歴
史
の
若
狭
路
発
信
事
業
は
、広
域
で
す
る
の
か
。

答　
嶺
南
の
６
市
町
で
負
担
す
る
。
内
容
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
出
向

宣
伝
を
す
る
。

問　
給
食
費
。
一
人
ひ
と
り
徴
収
額
が
違
う
の
か
。

答　
基
本
的
に
各
学
年
は
同
一
で
あ
る
が
、
個
人
ご
と
の
回
数
（
出
欠
日

数
）に
よ
っ
て
変
わ
る
。

問　
学
校
か
ら
給
食
費
と
し
て
い
た
だ
く
の
は
い
く
ら
か
。

答　
概
算
で
年
間
１
億
２
千
万
円
。
う
ち
保
護
者
負
担
が
約
５
千
万
円

で
、そ
の
５
千
万
円
は
全
て
賄
い
材
料
費
で
あ
る
。

問　
保
育
所
総
務
費
の
減
額
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答　
人
件
費
の
人
員
は
４
名
減
、
給
料
、
そ
の
他
、
手
当
て
等
が
減
額
し

て
い
る
。

　
　

保
育
士
の
人
件
費
で
育
児
休
暇
等
に
な
る
と
総
務
費
で
予
算
計
上

し
て
い
る
。

問　
老
人
福
祉
で
、
西
田
地
区
敬
老
会
が
中
止
に
な
っ
た
が
、
各
地
区
へ

の
補
助
金
は
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
均
等
割
り
で
12
万
円
、
一
人
当
た
り
２
千
円

の
委
託
料
、そ
の
他
送
迎
用
の
バ
ス
の
加
算
で
す
。

  

特
別
会
計
　
介
護
保
険
・
簡
易
水
道

問　
来
年
、
基
金
が
な
く
借
り
入
れ
す
る
状
況
。
こ
の
時
点
で
見
直
し
が

必
要
で
は
。

答　
第
６
期
が
平
成
27
年
度
か
ら
な
の
で
、
平
成
26
年
度
で
保
険
料
の

検
討
予
定
。
今
年
度
で
９
０
０
万
円
の
借
り
入
れ
。
来
年
度
は
同
じ

状
況
だ
と
７
４
０
０
万
円
程
度
が
必
要
で
、
今
年
度
９
０
０
万
と

来
年
度
７
４
０
０
万
円
程
度
借
り
入
れ
た
ら
、
第
６
期
の
保
険
料

に
反
映
さ
れ
消
費
税
分
と
平
成
27
・
28
・
29
年
度
分
を
勘
案
す
る
と

現
行
４
６
０
０
円
が
６
０
０
０
円
を
超
え
る
見
込
み
。

問　
一
気
に
保
険
料
が
上
が
る
と
、
町
民
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
。
３

年
間
と
い
う
区
切
り
し
か
な
い
の
か
。

答　
３
年
ご
と
に
福
祉
計
画
を
立
て
、
計
画
の
中
で
３
年
分
の
保
険
料
、

福
祉
の
施
策
を
す
る
。
３
ヵ
年
を
見
込
ん
で
保
険
料
は
計
算
さ
れ

る
。
他
市
町
に
比
べ
て
若
狭
町
は
伸
び
が
大
き
い
。
平
成
25
年
は
異

常
な
伸
び
で
あ
る
。

問　
異
常
な
伸
び
の
原
因
は
何
か
。

答　
施
設
等
が
で
き
る
と
伸
び
が
大
き
い
状
況
。
そ
れ
に
比
べ
認
定
者

の
伸
び
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
。

問　
成
願
寺
の
送
水
管
工
事
の
完
成
予
定
は
。

答　
国
交
省
と
の
協
議
が
済
み
次
第
、
発
注
を
か
け
る
。
遅
く
と
も
年
度

内
に
は
発
注
予
定
。

  

企
業
会
計
　
上
中
病
院

問　
入
院
収
益
、
外
来
収
益
の
説
明
で
患
者
数
減
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、な
ぜ
か
。

答　
昨
年
度
ま
で
は
、
医
師
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
今
年
度
か
ら
医
師

１
名
が
増
え
た
の
で
、そ
ん
な
に
減
っ
た
と
認
識
し
て
い
な
い
。

問　
木
曜
日
の
午
後
６
時
～
７
時
の
診
察
が
な
く
な
り
外
来
数
が
減
っ

た
の
で
は
。

答　
医
師
の
負
担
減
、
ま
た
看
護
師
、
検
査
技
師
、
薬
剤
師
の
負
担
減
と

し
て
と
り
や
め
に
し
た
。
体
制
は
変
わ
っ
た
が
夜
間
に
診
察
も
す

る
こ
と
も
あ
る
。

問　
事
務
長
と
理
学
療
法
士
の
２
名
減
っ
た
が
、
理
学
療
法
士
が
い
な

い
と
困
る
の
で
は
。

答　
26
年
度
当
初
に
つ
い
て
は
１
名
増
の
予
定
。
リ
ハ
ビ
リ
部
門
は
整

形
外
科
と
連
携
し
て
充
実
さ
せ
た
い
部
門
で
新
た
な
点
数
の
算
定

が
で
き
る
。
現
在
募
集
期
間
中
で
あ
り
応
募
が
あ
れ
ば
面
接
等
で

採
用
す
る
。

▲ みかた温泉 きららの湯（指定管理者施設）

▲えびす荘 (指定管理者施設 )

▲三方PAスマート IC整備
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一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

辻 

岡　
地
域
づ
く
り
協
議

会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行

政
等
と
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
、
活
躍
す
れ

ば
、
若
狭
町
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
と
考
え
ま
す

が
、町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長　

今
年
度
、
政
策
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
基
、
地
域
の
課

題
に
対
応
す
る
為
集
落
の
枠

清 

水　
統
計
的
に
現
在
の

自
然
動
態
と
社
会
動
態
の
人

口
減
少
の
推
移
状
況
は
。

税
務
住
民
課
長　

年
間
平

均
で
自
然
動
態
は
八
十
一
人
、

社
会
動
態
は
就
職
に
伴
う
転

出
者
が
多
く
、
七
十
八
人
の

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

清 

水　
転
入
者
及
び
新
規

雇
用
者
に
つ
な
が
る
企
業
振

興
の
促
進
で
、
奨
励
措
置
の

引
き
下
げ
改
正
す
る
こ
と
は

条
例
の
趣
旨
と
目
的
に
逆
行

す
る
と
考
え
る
が
。

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
趣
旨
と
役
割
、

現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

企
業
振
興
促
進
の
課
題
と
支
援
を
、

ど
の
よ
う
に
見
直
し
を
さ
れ
る
の
か
。

を
超
え
、
総
合
的
に
協
議
し

対
応
い
た
だ
く
た
め
、
小
学

校
単
位
で
、
こ
の
協
議
会
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。
住
民

と
行
政
が
お
互
い
力
を
合
わ

せ
、「
協
動
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
に
は
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
が
と
て
も
重
要

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
行
政
の
役
割

を
し
っ
か
り
果
た
し
て
ゆ
き

ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
、

こ
の
協
議
会
へ
の
ご
理
解
と

関
心
を
今
一
層
高
め
て
い
た

だ
き
、
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

辻 

岡　
台
風
十
八
号
に
よ

る
教
訓
や
、
課
題
を
今
後
の

防
災
力
向
上
に
ど
の
よ
う
に

反
映
し
て
行
く
の
か
、
そ
し

町 

長　
財
政
状
況
の
厳
し

さ
か
ら
、
今
回
、
振
興
条
例

施
行
規
則
の
製
造
業
等
に
係

る
助
成
金
を
引
き
下
げ
て
指

定
要
件
の
運
用
を
改
正
す
る
。

政
策
推
進
課
長　

今
ま
で

一
企
業
の
投
資
が
十
億
円
、

三
億
円
、
三
千
万
円
以
上
の

三
区
分
形
勢
に
応
じ
、
最
大

六
億
円
の
交
付
を
三
千
万
円

以
上
の
区
分
の
み
と
し
、
助

成
限
度
額
に
三
千
万
円
で
、

一
月
か
ら
適
用
し
て
い
く
。

清 

水　
嶺
南
で
誘
致
制
度

の
交
付
基
準
が
最
低
と
な
る
。

既
存
企
業
体
の
拡
大
、
雇
用

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
新
設

の
企
業
立
地
政
策
面
は
今
後

期
待
で
き
な
い
。
規
則
運
用

面
の
近
隣
自
治
体
と
の
歩
調

は
。

町 

長　
あ
る
町
で
投
下
固

定
資
産
総
額
一
億
円
以
上
の

要
件
に
対
し
、
助
成
限
度
額

が
三
千
万
円
と
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
財
政
事
情
に

よ
り
、異
な
る
も
の
。

清 

水　
U
タ
ー
ン
の
実

現
に
向
け
た
対
応
は
。

町 

長　
次
世
代
定
住
促
進

協
議
会
を
設
置
し
、
ワ
ー
ク

フ
ェ
ア
の
開
催
や
Ｐ
Ｒ
活
動

と
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
活
用
等

継
続
し
た
活
動
を
展
開
す
る
。

住
民
自
ら
が
考
え
、実
践
す
る
組
織
と
し
て

非
常
に
重
要
な
も
の

  

町  

長

財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
た
め
、今
回
、制
度
を

見
直
し
、条
例
施
行
規
則
の
運
用
を
改
正
す
る
。

  

町  

長

辻岡正和  議員

清 水 利 一  議員

て
、
災
害
発
生
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
、
詳
細
な
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
整
備
と
、
住
民
へ

の
周
知
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

町 

長　
今
年
策
定
し
ま
し

た
地
域
防
災
計
画
に
お
き
ま

し
て
は
、
避
難
計
画
な
ど
県

と
も
協
議
し
な
が
ら
具
体
的

に
進
め
て
い
ま
し
て
、
町
の

今
回
の
台
風
災
害
対
応
の

検
証
を
進
め
、
そ
れ
を
基
に
、

よ
り
安
全
安
心
な
若
狭
町
と

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

 

そ
れ
か
ら
、
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
そ
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
よ
り
詳
細
な
整
備

と
、
住
民
の
皆
様
へ
の
よ
り

一
層
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

自
主
的
防
災
組
織
の
充
実
や
、

防
災
訓
練
の
推
進
に
よ
り
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
す

取
り
組
み
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
協
議
会
に

つ
い
て （文責：質問者本人）

◆
条
例
の
一
部
改
正
３
件
を
審
査
し
、い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
、本
会
議
に
報
告
し
た
。

○	

若
狭
町
パ
レ
ア
若
狭
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
施
設
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

  

●　

パ
レ
ア
の
湯
の
利
用
料
金
（
の
上
限
）
を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
消
費
税
率
が
８
％
に
な
る
こ
と
に
対
応

し
た
措
置
で
す
。
質
疑
の
中
で
、
利
用
者
を
増
や
す
方
策
に
つ
い
て
問

答
が
あ
り
ま
し
た
。

  

主
な
質
疑
事
項

問　
「
き
ら
ら
の
湯
」
の
お
湯
を
運
搬
し
て
き
て
入
れ
た
ら
ど
う
か
。（
き

ら
ら
の
湯
は
評
判
が
良
く
、町
外
者
が
多
数
入
浴
し
て
い
ま
す
。）

答　
検
討
す
る
。
調
査
し
て
報
告
す
る
。

○	

若
狭
町
国
民
健
康
保
険
軽
体
操
機
能
訓
練
施
設
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

  

●　

パ
レ
ア
若
狭
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
利
用
料
金
（
の
上
限
）
を
改
定
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
消
費
税
率
が
８
％
に
な

る
こ
と
に
対
応
し
た
措
置
で
す
。

○	

若
狭
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
及
び

　
若
狭
町
父
子
家
庭
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

  

●　

国
の
法
律
で
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
と
い
う
も
の
が
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
」
と
い
う
名
称
の

も
の
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

条
文
中
に
こ
の
法
律
名
を

記
載
し
て
い
た
本
町
の
２

条
例
に
お
い
て
、
こ
の
法

律
名
を
書
き
換
え
る
も
の

で
す
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

● 若狭町延滞金の割合の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例について
● 若狭町えびす荘条例の一部改正について
● 若狭町パレア若狭リラクゼーション施設条例の一部改正について
● 若狭町国民健康保険軽体操機能訓練施設条例の一部改正について
● 若狭町観光宿泊研修施設条例の一部改正について
● 若狭町みかた温泉施設条例の一部改正について
● 若狭町母子家庭等医療費の助成に関する条例及び若狭町父子家庭医療費の
　助成に関する条例の一部改正について
● 若狭町道路占用料徴収条例の一部改正について
● 敦賀美方消防組合規約の変更について
● 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について
● 平成25年度若狭町一般会計補正予算（第４号）
● 平成25年度若狭町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
● 平成25年度若狭町直営診療所特別会計補正予算（第２号）
● 平成25年度若狭町介護保険特別会計補正予算（第２号）
● 平成25年度若狭町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
● 平成25年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号
● 平成25年度若狭町漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
● 平成25年度若狭町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
● 平成25年度若狭町工業用水道事業会計補正予算（第１号）
● 平成25年度若狭町国民健康保険上中病院事業会計補正予算（第１号）
● 若狭町みかた温泉施設の指定管理者の指定について
● 町道路線の認定について
● 道州制導入に断固反対する意見書について　※発委
● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

   ◆発委（はつい）…委員会が議案を提出すること。

▲ 三十三産業団地

12月24日に採決され全員賛成で可決された議案（全議案） 議長は、採決に加わりません。

若狭町議会だより 第 35 号［6］［7］若狭町議会だより 第 35 号



一般 問質一般 問質

一般
問質

一般
問質

坂 

本　
台
風
18
号
に
よ
る
、

大
災
害
が
発
生
し
、
国
県
の

補
助
事
業
で
災
害
復
旧
を
進

め
て
い
る
が
、
町
の
財
政
を

相
当
圧
迫
す
る
の
で
は
。

町 

長　
国
県
の
災
害
復
旧

の
補
助
金
を
、
最
大
限
頂
く

た
め
国
会
議
員
、
県
会
議
員

の
皆
様
に
要
望
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
町
の
財
政
を
相

当
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
あ
り
ま
す
。

坂 

本　
今
後
災
害
を
防
ぐ

今 

井　
18
号
豪
雨
の
爪
跡

が
残
る
中
、
来
年
以
降
そ
の

痕
跡
を
越
え
て
の
災
害
も
否

め
な
い
。
住
民
の
予
知
行
動

規
範
の
見
直
し
、
又
減
災
意

識
を
高
め
る
啓
発
が
必
要
と

考
え
る
が
。

町 

長　

区
長
会
、
集
落
ヒ

ア
リ
ン
グ
時
等
に
自
主
災
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
説
明
し

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
18
号
被
害
に
よ
り
、
二

次
災
害
が
心
配
さ
れ
る
箇
所

小 

堀　
Ｉ
Ｂ
教
育
が
15
年

よ
り
日
本
語
で
の
授
業
が
で

き
る
と
の
事
、
町
で
も
取
り

入
れ
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　

取
り
入
れ
る
に

は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構

の
認
定
を
受
け
る
必
要
も

あ
り
、
県
で
は
Ｉ
Ｂ
Ｏ
の
認

定
校
を
活
用
し
て
独
自
の

高
校
教
育
を
推
進
す
る
と

し
て
い
る
。

小 
堀　
子
供
の
理
系
離
れ

や
数
字
嫌
い
が
懸
念
さ
れ
る
。

町
内
生
徒
が
数
学
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
「
数
学
カ

フ
ェ
」
を
取
り
入
れ
ら
れ
な

北 

原　
業
者
以
外
で
も
工

事
が
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば

復
旧
が
早
く
済
む
。
参
議
院

災
害
特
別
委
員
会
で
、
共
産

党
・
仁
比
議
員
の
質
問
に
対

し
て
、
政
府
は
「
直
営
施
工

方
式
な
ど
、
地
元
の
要
望
に

沿
っ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
努
め
た
い
」
と
答
弁

し
て
い
る
。
直
営
施
工
方
式

の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
国
に

柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
か
。

町 

長　

今
回
は
、
従
来
の

請
負
方
式
が
適
切
で
あ
る
。

今
後
は
、
県
を
通
じ
て
柔
軟

な
対
応
を
求
め
て
い
き
た
い
。

北 

原　
被
災
農
家
が
自
分

将
来
の
財
政
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
。

観
光
商
業
施
設
の
充
実
に
よ
り

人
口
減
少
対
応
策
の
一
助
に
な
る
と
考
え
る
が
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
伺
う

台
風
被
害
、農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
は

春
の
農
作
業
に
間
に
合
う
の
か
？

た
め
常
神
半
島
の
二
つ
の
ト

ン
ネ
ル
の
整
備
、
水
月
湖
か

ら
日
本
海
へ
水
を
抜
く
放
水

路
の
事
業
等
大
き
な
事
業
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
町
の
財

政
状
況
は
。

町 

長　
今
後
災
害
を
防
ぐ

た
め
常
神
半
島
の
ト
ン
ネ
ル

の
整
備
、
水
月
湖
か
ら
日
本

海
へ
水
を
抜
く
放
水
路
の
事

業
、
急
傾
斜
地
・
砂
防
の
整

備
等
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
、
国
県
関

係
機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

 

平
成
17
年
3
月
、
旧
三

方
町
・
旧
上
中
町
が
合
併

し
、
若
狭
町
が
誕
生
し
ま
し

た
。
市
町
村
合
併
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
行
政
活
動
経

費
の
削
減
で
あ
り
ま
す
。
当

町
に
お
い
て
も
組
織
の
見
直

に
つ
い
て
は
、
更
に
早
め
の

防
災
・
避
難
対
策
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

 
町
と
し
て
も
、
情
報
を
早

く
正
確
に
提
供
し
、
住
民
へ

の
行
動
喚
起
に
努
め
る
。

 

ま
た
先
進
的
な
防
災
に
備

え
た
事
例
に
も
学
び
、
よ
り

実
効
的
な
防
災
対
策
に
あ
た

り
た
い
。

今 

井　
観
光
地
ま
で
の
道

中
の
観
光
商
業
施
設
を
充
実

さ
せ
、
賑
や
か
に
す
る
こ
と

で
相
乗
効
果
と
し
て
定
住
促

進
策
に
な
る
と
考
え
る
が
。

町 

長　
次
世
代
定
住
促
進

策
と
観
光
客
誘
致
に
よ
る
交

流
人
口
拡
大
策
で
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、
相
乗
効

い
か
伺
う
。

教
育
長　

学
校
で
も
日
々

の
授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
学

習
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
使
っ
て
、

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
授
業

を
行
う
な
ど
の
工
夫
を
し
て

い
る
。

小 

堀　
「
子
ど
も
大
学
授

業
」
が
あ
る
。
授
業
の
テ
ー

マ
は
①
「
な
ぜ
？
」
と
い
う

疑
問
を
追
求
す
る
「
は
て
な

学
」
②
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
出

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体

験
す
る
「
生
き
方
学
」
③
郷

土
や
地
域
の
こ
と
を
学
ぶ

「
ふ
る
さ
と
学
」
が
あ
り
、
子

ど
も
達
に
夢
と
疑
問
に
向

か
っ
て
の
探
究
心
に
応
え
、

自
分
の
育
っ
た
地
域
・
土
壌

で
復
旧
工
事
を
行
う
場
合
、

町
に
よ
る
復
旧
工
事
と
同
様

に
、
１
／
２
の
町
補
助
を
つ

け
て
は
ど
う
か
。

町 

長　

今
回
は
、
町
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
。

し
か
し
、
新
し
い
補
助
制
度

の
必
要
も
認
識
し
て
い
る
。

今
後
検
討
す
る
。

北 

原　

北
川
の
新
道
大

橋
━
瓜
生
大
堰
間
は
、
今
回
、

溢
水
寸
前
で
あ
っ
た
。
今
後
、

大
雨
で
溢
水
す
る
危
険
も
あ

る
。
溢
水
し
た
場
合
、
地
理

的
に
は
『
掘
込
河
道
』
な
の

で
、「
せ
せ
ら
ぎ
地
区
」
が
床

上
浸
水
に
ま
で
至
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
が
、
道
路
や
敷

地
が
水
浸
し
に
は
な
る
。
排

水
を
改
善
す
べ
き
だ
。

町 

長　
せ
せ
ら
ぎ
地
区
の

山
側
斜
面
に
、
県
が
砂
防
堰

堤
を
作
っ
て
い
る
。
来
年
度

完
成
す
る
。
ま
た
、
地
区
内

し
、
職
員
の
削
減
、
事
業
の

統
合
、
指
定
管
理
制
度
を
利

用
し
、
民
間
委
託
等
を
実
施

し
て
き
た
。

坂 

本　
町
長
に
は
財
政
を

考
え
、
こ
れ
か
ら
の
若
者
に

負
担
の
な
い
行
政
を
進
め
て

頂
き
た
い
。

町 

長　
高
齢
化
に
よ
る
福

祉
医
療
と
い
っ
た
社
会
保
障

関
係
の
経
費
の
増
大
、
郡
域

の
違
う
各
種
組
合
等
の
負
担

が
財
政
上
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
新
た
な
財
源

と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
、

又
目
的
事
業
別
に
寄
付
金
を

お
願
い
し
た
い
。
町
の
こ
と

を
考
え
て
町
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
。

果
と
し
て
定
住
人
口
を
拡
大

さ
せ
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

 

若
狭
町
に
は
景
勝
地
、
歴

史
遺
産
、
食
の
宝
庫
な
ど
優

れ
た
観
光
素
材
が
多
く
あ
り
、

又
年
縞
や
舞
若
道
な
ど
新
た

な
話
題
も
あ
る
。

 

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
つ
な

ぐ
動
線
上
の
状
況
は
賑
わ
い

の
面
で
は
充
分
で
は
な
い
。

 
観
光
面
で
の
人
口
施
策
を

し
て
、
既
存
業
者
の
現
状
を

把
握
し
、
問
題
解
決
に
あ
た

る
と
共
に
、
新
規
商
業
施
設

誘
致
な
ど
お
も
て
な
し
の
町

と
し
て
発
展
す
る
よ
う
検
討

を
重
ね
、
住
み
た
い
と
思
う

町
を
実
現
さ
せ
、
次
世
代
定

住
人
口
増
加
を
図
っ
て
ゆ
く
。

を
知
る
「
子
ど
も
大
学
」
授

業
を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　

総
合
学
習
の
時

間
を
利
用
し
、
大
学
の
先
生
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
住
民

と
連
携
し
、
環
境
学
習
に
取

り
込
ん
で
い
る
学
校
も
あ
り
、

県
里
山
里
海
湖
研
究
所
で
は
、

学
校
と
連
携
し
「
故
郷
を
元

気
に
す
る
」研
究
も
始
め
る
。

小 

堀　
不
育
症
へ
助
成
は

で
き
な
い
か
。

町 

長　
助
成
に
つ
い
て
は

県
内
17
市
町
で
は
実
施
し
て

い
な
い
。

の
町
道
を
横
断
す
る
水
路
の

拡
幅
を
計
画
し
て
い
る
。

北 
原　
国
交
省
は
新
道
大

橋
の
と
こ
ろ
で
水
位
観
測

を
行
っ
て
い
る
。
観
測
値
は

「
水
位
情
報
」
と
し
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
普

通
、
水
位
情
報
に
は
、
水
防

団
待
機
水
位
、
氾
濫
注
意
水

位
、
避
難
判
断
水
位
、
氾
濫

危
険
水
位
と
い
う「
基
準
値
」

が
示
し
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が

新
道
の
水
位
情
報
に
は
そ
れ

ら
の
基
準
値
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
な
ぜ
か
。

町 

長　
国
交
省
に
確
認
し

た
。
北
川
に
つ
い
て
は
、
高

塚
水
位
観
測
所
の
水
位
で

「
基
準
値
」
を
設
定
し
、
ま
た

表
示
し
て
い
る
。
上
流
で
あ

る
新
道
の
水
位
に
は
、
基
準

値
を
設
定
し
て
い
な
い
、
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。私
は「
町

民
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
立
場

か
ら
、
新
道
の
水
位
情
報
に

も
「
基
準
値
」
が
必
要
だ
と

思
う
。
今
後
、
新
道
水
位
観

測
所
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

国
、
県
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
。

  

町  

長
町
内
観
光
地
を
つ
な
ぐ
動
線
上
の
商
業
施
設
を

発
展
・
誘
致
さ
せ
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
期
待
し
た
い

  

町  

長

学
校
教
育
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
は
、

授
業
数
確
保
の
点
で
難
し
い

  

教
育
長

来
春
の
耕
作
に
間
に
合
わ
せ
る
。施
工
業
者
・
地
係
・

関
係
各
位
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

  

建
設
課
長

坂本豊  議員 今 井 富 雄  議員

小 堀 信 昭  議員北 原 武 道  議員

Ｉ
Ｂ（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
）

を
導
入
で
き
な
い
か

数
学
カ
フ
ェ
を
試
験
的
に

取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か

「
子
ど
も
大
学
授
業
」を

取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か

減
災
の
た
め
の

行
動
・
啓
発
に
つ
い
て

次
世
代
定
住
促
進
に

向
け
た
施
策
に
つ
い
て

（文責：質問者本人）
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問	 婚活相談など町ぐるみで活動されているのか。
	 中高年の方への相談も必要だが、勢いのある若い

男女の交流の場を持ち込んだほうが効果がある。
答	 町は職場間交流応援事業で男女の若者が交流す

ることを支援している。
問	 集落の合併について検討されているか。
答	 地域づくり協議会が4月から立ち上がったが、集

落合併は検討されていない。
問	 永年住まわれた方への税の優遇報償制度等の取

り組みはできないか。
答	 地方税法で税率が定められており、単独では難し

い。
問	 道路の拡充と娯楽施設の拡充。
答	 路線名や位置、内容が特定されていないので回答

しかねますが、具体的に提案を要望する。
問	 少子化対策はどうなっているのか。
答	 地方にも先進的な試みなどがありますので、それ

らの経験に学び、提案していきたい。

問	 平成30年国体に住民としてすべきことを研究し
て欲しい。

答	 おもてなしの心を大切に、議会の課題として受け
止めさせていただきます。

問	 個人住民税や固定資産税等を月割にできないか。
答	 現在、4分割にしているが、電算システムの変更

は、費用がかかり難しい。
問	 空き家対策はどうなっているか。
答	 町はインターネットで常時空き家を紹介してい

ますが、民間レベルも売買や賃借が行われている。
本年11軒の空き家が解消された。

問	 議員定数を2名減らしたが、良い点悪い点は。
答	 行財政改革を邁進する中、議会も身を削ることは

避けられないが、行政の監視機能の低下が懸念さ
れるのを払拭する為、議会改革特別委員会で推進
していく。

『ご意見』
・職員の改革を求める。
・広報やチラシはカラー刷りで見やすいが、見る人が
少なくもったいない。

・町づくりに大学の先生を入れすぎて、大学のペース
になっている。

・ゴミ問題はじめ、合併後の一体化に努力が足りない。

問	 避難先は事故が起きる場所によるが、原子力災害
時は県内限定というのは。

答	 現在、県外避難について、兵庫県の丹波地域、北播
磨地域の8市町と協議を行っている。

	 今後、各集落別の避難先や経路などが確定した段
階で避難計画が策定され、公表される。

問	 ヨウ素剤は医師の診断がないと服用できないと
いう話だが事故発生からでは間に合うか。

答	 服用の副作用の可能性もあることから、医師が関
与して配布・服用することが望ましい。

	 配布については効率的に注視する。
問	 緊急告知放送は、屋内は放送で分かるが屋外は今

後どうするのか。
答	 防災無線が災害時の情報伝達手段として有効で

早期実現を図りたい。
問	 高島市方面に抜ける道の整備について、新設も含

めて伺う。
答	 1月17日に小浜市・若狭町・高島市総合振興協

議会で要望を滋賀・福井両県に行う。

『ご意見』　・海抜距離を表示すれば津波の避難に有効。

問	 避難場所は適切か見直しを議会でしているか。
答	 津波災害対策として海抜表示板の整備を進めて

いる。避難所の見直し等の防災対策は会議等で意
見を述べている。

問	 避難所に毛布等の必需品がない。
答	 毛布等については公民館や備蓄倉庫等に備蓄中。

『ご意見』
・今後も地区で避難訓練をし、自分の避難場所をきちん
と確認しておくこと。また近所との連携も大事である。

問	 三十三産業団地は相当以前から誘致が進んでい
ないが、誘致に町や議会はどのような努力をして
いるか。働く場を造って欲しい。

答	 2012年4月より、企業誘致室を設置し、県との
連携強化や情報交換・共有に努めており、継続的
に取り組んでいる。町内新規求人数は昨年比83
人増加している。

	 一般就労に向けての労働・体験・訓練の場の検討
の拡大要望も必要と考えている。

『ご意見』
・近辺でユンボも動いていないので活気がない。
	走っているダンプも県外、京都ナンバーが多い。寂しい。

問	 保育所はいつでも子供が外で遊んでいる。高い保
育料を払っているのに何も教えてくれない。

答	 町立保育所（保育園）の保育については賛否いろ
いろなご意見を聞きます。町は、一部の保育所（保
育園）を民営化することも視野に入れています。

問	 一人当たりの公債費が県内で一番多い。自転車操
業をしている状態と思う。

	 原子力の交付金も10億円の減と聞く。
	 考えを聞きたい。
答	 財源からの総合計画及び予算の見直しは当然で、

行政経営戦略チーム活動の検証と事業の選択・集
中の徹底を図る中で、財政面の審査を推進してい
きたい。

問	 二州・若狭と別れていることの弊害は議会として
あるか。議会としては道州制の話はしていないか。

	 大きなくくりになったほうが弊害がなくなって
良いのでは。

答	 弊害がないように現実的に広域行政によって推
進されている。道州制については、地方分権とは
似て非なるものであり、国を弱体化させるもので
あると町村議会議長全国大会で断固反対の特別
決議をされている。

	 むしろ今行うべきことは、多様な自治体の存在を
認め、地域の自主性・自立性を高めることを主眼
とする地方分権改革を積極的かつ着実に推進し
ていくことを推奨されている。

問	 神子～常神間のトンネルを国や県に要望して欲
しい。

答	 遊子～小川間と同時並行要望をしているが、神子
トンネルの開通後に県は事業採択の予算化を検
討される。

問	 成願寺地籍の白屋への入口交差点改良をして欲
しい。

答	 改良の必要性を感じていますので根気強く国へ
改善の要望をしていく。

問	 上中庁舎に太陽光発電など設置するなどの活用を。
答	 国の普及施策をもっと打ち出してもらい、エネお

こしの一環の中で情報共有し、積雪の発電量低下
や補強費負担、採算性を検証する必要がある。

問	 北陸油化跡地のエコビレッジ構想に対する議会
の考え方を知りたい。

答	 環境と自然エネルギーを重視した特色あるエコ
住宅団地としての整備分譲はモデル的な推進に
もなる。

問	 快速鉄道電車の乗り入れの早期実現を。
答	 快速鉄道事業は町発展には欠かせないものと認

識し、状況を十分検証して住民の皆様と連携し、
機運を盛り上げていきたい。

問	 国道162号のハス川橋が大変危ない。西田地区に入
る玄関口でもあるので早く拡幅工事をして欲しい。

答	 若狭梅街道との交差点改良やハス川橋梁の改修
について、県や国に要望している。

問	 松寿苑の跡地利用は。
答	 熊川地元有識者で協議会を設置し、利用について

協議検討されている。
問	 国道27号十善の森前の信号の感応式化を要望する。
答	 要請（済）中である。

『ご意見』
・館川では三世代が住むには面積が狭い。
・夕日の写真を撮るお客が増えているがトンネルがで
きると通行できなくなる。山登りをするお客がいる。

	 各集落から登れてレインボーラインまでつなげると
良い。

原子力避難関係

開発関係

財政関係

人口関係

その他

合併関係

災害避難関係

産業関係

保育関係

ダイジェスト版

　2回にわたり、各会場に多くの参加者と意見を交わ
し、あらゆる視点からのご意見やご質問をいただきま
した。
　その場で回答できなかったことを含め、ご要望やご
提言について、今回報告させていただきます。
　なお皆様のご意見は、それぞれ多岐にわたり、果た
してこれらすべてを町政に反映出来るものかどうか、
議員間の意見調整が必要な事柄も数多くございます。
　それぞれのご意見ご要望を真摯に受け止め、取り組
ませて頂きます。　　　 若狭町議会議長　藤本　勲

住民からの質問・
要望等への回答

町内11会場で2回開催し、各々 250名余り
の方が会場に足を運んでくださいました。

平成24年11月7日〜 21日実施議員と語る会

▲ 議員と語る会
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10月27日　平成25年度若狭町防災訓練

11月13日　スマートインター特別委員会現地視察

10月30日　福井県市町議会議員合同研修会

12月13日　給食センター視察（教育厚生）

議会の動き

本
年
は「
甲き

の
え
う
ま午
」の
年
。

　
「
甲
」
の
文
字
は
、
冬
を
耐

え
忍
ん
だ
草
木
が
春
の
日
差

し
を
浴
び
て
勢
い
よ
く
芽
吹

く
様
子
を
表
し
た
も
の
。

　
「
午
」
は
、
十
二
支
の
七
番

目
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

物
事
が
極
ま
り
、
時
代
が
転

換
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
が
合
わ
さ
り
、
本

年
は「
向
上
・
発
展
」の
年
と

な
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
、
大
き
な
爪
痕
を
残

し
た
台
風
十
八
号
の
災
害
査

定
が
よ
う
や
く
完
了
し
、
本

格
的
な
復
旧
事
業
が
始
ま
り

ま
す
。
待
ち
望
ん
だ
舞
鶴
若

狭
自
動
車
道
の
全
線
開
通
や

若
狭
町
が
誕
生
し
て
か
ら
十

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。

　

干
支
に
あ
や
か
り
、
駿
馬

の
ご
と
く
若
狭
町
が
飛
躍
し
、

幸
多
い
一
年
に
な
る
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
。（

渡
辺
英
朗
）

平成26年1月5日　
三方消防団出初式

平成26年1月11日　
上中消防団出初式
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